
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 見沼小学校 ）     学校番号 ０５７                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 仲良くする子 元気な子 考える子        

目 指 す 学 校 像 
人生 100 年時代の土台づくりとして「世界と向き合い、ゆめをもち、エージェンシーを発揮できる子」を育成するために
チームで支援する学校 

       

          

重 点 目 標 

１ ２０年後のエージェンシーを育む真の学力の育成 
２ ゆめが安心して語り合える居場所を保証する教育支援・相談体制・生徒指導の充実 
３ 地域と児童が共に元気になるコミュニティ・スクールの新展開 
４ 安心・安全に教育活動を行うことのできる教育環境の整備 
５ 誰もが居心地のよい（Well-Being）学校をつくる教職員の資質向上と働き方改革の推進 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

<現状と課題> 

〇R6 の校内研究の成果により、学びの楽しさを実

感できる場面が増えてきている。継続して研修

等を進めていく。 

〇世界や外国について興味が出てきたかという質

問項目で、肯定的回答が最少の学年で 81％であ

る。市学調 G・S が好きですか 平均より-9% 

〇学びの楽しさを実感できない児童への支援が必

要である。 

〇休み時間に元気に外遊びをするかという質問項

目では肯定的回答が 8 割を切っている。 

・学ぶ楽しさを

実感する探究

型授業の実現

とワクワクす

る教科横断的

な教育課程の

編成 

①全職員が PBL 型授業、探究型授業の研

究をし、管理職が計画的に授業を参観

し、学びの楽しさを実感する授業改善

が進んでいるか指導・評価する。 

②夢に繋がるワクワクする事業を実施

（金融経済教育/天体観望会/外部講

師の招致/世界に目を向ける活動等） 

・学校評価児童アンケートで、国語、算

数及び G・S で好きな割合が８２％以

上となったか。(向上目標３％) 

・学校評価アンケートで将来の夢がある

という項目で９４％以上となったか。

(向上目標３％) 

 

 

 

  

・主体的・対話

的で深い学び

に必要な基礎

学力の向上 

 

①全学調、市学調を全職員で分析し、よ

り向上させるための授業改善を検討

し、実践する。また、実践状況を全体

で共有する。 

②朝の帯時間等で学習アプリを活用し、

個別最適な学習を行う。 

・学校評価教職員アンケートで授業改善

の意識が高まったかに関する項目で９

５％以上となったか。(向上目標３％) 

・タブレット PC を活用して、学習アプ

リを効果的に活用することができた

か。 

   

2 

<現状と課題> 

〇いじめの早期発見、早期対応、組織対応の取組

が定着してきた。 

〇教育相談体制の児童保護者等への周知を積極的

に行っている。 

〇市学調で「自分には良い所がある」の質問に肯

定的な回答をした割合は２つの学年で市平均を

下回ったことは前年度より改善傾向にある結果

となっている。 

 

・安心できる環

境づくりと一

人ひとりへの

細やかな教育

支援・相談に

向けた校内体

制の充実 

①生徒指導・教育相談に係る校内委員会

で組織的な支援、相談を具体的に出

し合い、実践する。 

②保護者に向けて懇談会やHP、各種発行

物等を通していじめに関するメッセ

ージを発信し、いじめ対応に関する

方針についてさらに周知を図る。 

①教職員アンケートでいじめや長欠に関

する校内委員会での組織的な対応で、

肯定的な回答が100%を維持できたか。 

②学校評価アンケートで保護者のいじめ

に関する項目が昨年度の肯定的回答

（保護者８２％）と同程度以上となっ

たか。 

   

  

・自己肯定感を

高める取組 

 

①学校生活及び行事等に児童が主体的に

係れる場面を多く設定し、成功体験

を実感させる。 

②Solaルームを必要とする児童の個別指

導を充実させ、できる事を増やす。 

①市学調で「自分には良い所がある」の

項目で全学年が９０％以上か。(昨年

度６学年中２学年が９０％以下) 

②Solaルームの活用実態や居場所として

効果があったか(個別案件)。 

   

3 

<現状と課題> 

〇学校運営協議会の熟議で、地域の教育資源であ

る「東大宮音頭復活プロジェクト」を教育課程

に位置付け、全校で取り組んでいる（４年目) 

〇成功体験を多く経験させ、自己肯定感を高めて

いく必要がある。 

・児童が地域に

主体的に係る

支援 

①ＣＳ主導の東大宮音頭復活プロジェク

トでは児童主体のプロジェクトチーム

を発展させ、地域の盆踊り等のイベン

トに積極的に運営参加できるように自

治会との連携を深める。 

②ＳＳＮの活動が共有できるホームペー

ジを充実させ、各団体が学校応援団と

して機能する。 

①市学調で地域の行事に参加しています

かの項目で８５％以上となったか。

(向上目標３％) 

②保護者アンケートでＳＳＮ、ＣＳの認

知度(昨年度８２％、７５％)の肯定的

評価が昨年度以上となったか。 

   

  

・目指す児童像

を地域全体で

共有するため

の ICT の活用 

①学校ブログ等ホームページによる児童

の活動の様子を発信する。 

②Forms を活用し、行事に係るアンケー

トを実施し、PDCAサイクルに生かす。 

①学校評価保護者アンケートで情報発信

について肯定的回答９５％以上となっ

たか。 

②保護者の意見をまとめ、校内で検討

し、次の行事等に生かしているか。 

   

4 

<現状と課題> 

〇登下校の安全は地域ボランティアに頼ってい

る。 

〇児童自ら危険を予測したり、回避したりする力

を育む必要がある。 

〇施設・設備について、定期的に行っている安全

点検を中心に修繕等の対応を図る必要がある。 

 

・安全に対する

意識の共有 

 

①安全教育部を中心に交通安全指導、避

難訓練等を充実させる。 

①学校評価保護者アンケートの安全・防

災に関する項目で９４％以上となった

か。(向上目標３％) 

   

  ・安全点検の確

実な実施 

①危険を察知する意識を高め、教職員が

情報共有を行って、迅速に対応する。 

①安全点検で発見された不具合に対して

もれなく検討することができたか。ま

た、必要に応じ担当課と協働できた

か。 

   

5 

〈現状と課題〉 

〇ICT の活用や探究的な学びについて、意欲的な

教員が多い。 

〇業務改善が進み、Well-Being の意識が高まって

いる。 

・教職員が自己

の働き方につ

いて計画をも

つことができ

る取組 

①自己評価面談の機会を生かして長期的

に目標をもつ。 

②事務室主導で給与と在校時間から時給

を算出し、時間コストを意識した業

務を行う。 

①研修に関する具体的な目標または計画

を全職員がもつことができたか。 

②時間コストを意識して働くようになっ

た、または在校時間が減った、が９

０％以上だったか。 

 

 

 

  

・職員にとって

の同僚性・協

働性を高める 

①境の１ｍを意識して協力し合ったり、

助け合ったりしていい職場と感じ、子

どもたちのために生き生きと勤務する

心構えをもつ。 

①学校評価教職員アンケートで同僚性、

協働性の高い職場になってきたことに

関する項目で全員が肯定的回答だった

か。 

   

 


